









































年中行事的な参賀と、これら以外の不定期的な慶事に際して行われる臨機の参賀が存在した。このうち前者については、室町第への正月参賀が義満期に形成され、義持期 応永年間中頃に式日が固定化されるという。また、これに遅 て後者は、 三〇年（一四二三）に、足利義持が家督を譲ったことによる 量の将軍宣下に際して行われたのが初例で、こ した臨機の慶事 対する群参が増加するのは義教期と
　
T
his article describes the celebration of gift-giving in A
shikaga Y
oshinori ’s later years. A
shikaga Y
oshinori w
ould gradually increase the 
chance for the celebration of gift-giving in order to have great authority by doing so. O
n this article, I w
ould like to m
ake it clear that w
hy 
he laid special em
phasis upon it and how
 he did it. I focus especially on both his intentions in these years and how












たとえば、義教が死去す 二年前 永享一一年（一四三九）には 鎌倉公方足利持氏の討伐（永享の乱での勝利）に際して、武家・公家・寺社家がこぞって室町第に御礼参賀を行い また、室町殿の御成を要請する状況 、連日のように続いたのである。　
以上のような金子氏の分析によって、義持晩年から義教初期に臨機





されていた八朔の贈答日を、義満期と同様の三 間に増やし そ 後も八朔の機会・数量ともに拡大させていったという。また、歳末の美
物の贈答についても同様の傾向を示すとされている。　
金子氏や盛本氏の分析で明らかなように、義教期に贈答自体が肥大
化することは確かである。では、義教期において、こうした贈答儀礼の拡大化を推進した主体は、いったいどのような人々なのであろうか。義教初期については、先述したように、満済などの護持僧がその仕掛け人であるとの指摘が、すで 金子氏によってなされている。ただし、周知の通り満済は永享七年に死去しており、 もかかわらずその後、義教の晩年に向かうほど、贈答儀礼はますます激化し いくのであ　
以上のような問題を理解するためには、伝奏や家司・家礼といった
室町殿の近習である側近公家衆が にいかに関与しているかを探ることが重要 と考える。滝沢逸也氏は、こうした側近公家衆の家が次第に身分的に固定化され、嘉吉の変以降に儀礼的性格の強い昵近衆が創出されるといい、また、室町幕府における年中行事など諸々の礼式 多くは、義教から義政期に けて形成されたとす
る（４）
。本
稿では、こうした昵近衆や武家儀礼が固定化していく前段階、あるは草創期とも言 べき義教期において、側近公家衆が当該期の贈答儀礼の拡大化に、どのような役割を果たし いたのかを検討することを一つ目 課題とした 。　
さらに、もう一つの検討すべき課題は、そもそも義教自身が、こう


















室町殿也、 俄所馳参也〈直垂如例〉 、 太刀、 折紙〈千

































































































































































礼参賀を、細々の参賀と捉えていたことが分かる。そして、こうした細々の慶事においては、禁裏から室町殿への下賜は不要であると、時房は実勝・実雅 通じ 義教に答申した である。二、結城合戦落着の贈答儀礼　
つぎに、結城合戦落着の贈答儀礼について検討していく。永享 二























切腹、其首可京着也、二人猶少年、被擒可入京也〉 、事也、結城首同可京着也、此等之子細先日、 （脱カ）仍今日〈人々〉奉賀也、太刀一腰〈金覆輪如例〉 、折紙〈千疋書載之、名字上如例〉 、御対面之時持参了、俗中九条已下済々、僧中御室已下、申次中山宰相中将也、御対面之儀先俗、次僧〈護持僧先参之、次御室已下也、次梶井殿 〉 、如例、次参小侍所申入女中、折紙〈千疋書載之、名字交和字〉 進入之、先日無此事、所進猶可然之儀歟、聊有同心之輩、仍所進也、右京大夫局出逢之 次退出 次向左衛門督、都護、中山等了、各未退出 示置之、次帰畢
（ 『建』四月二八日条）
―　　―9
関東御礼御剣〈黒〉 、御馬〈鹿毛、稲田進之〉 、進之、南御方被参〈御乳人御共〉 、群参如例〈御折紙公方二千疋、上様千疋進云々〉
（ 『看』四月二八日条）














































































うな義教の逆鱗に触れることを恐れて、諸人が贈答儀礼に参加せざるを得なかった側面は確かに存在しよう。 かし、だからといってこれらの事例は、 自身が贈答儀礼の拡大化とその強制を、政治的 主導していたことを示すものにはならないと考える。　［史料
P］






























































に対する御礼参賀の記事である。これは先述した北野社参籠無為や伊勢参宮無為の場合と同様に、細々の参賀であった。そして、 「外様事已細々之儀停止也」とあるよう この頃すでに義教によって細々の参賀が停止されていたにもかかわらず 関白二条持基（執柄）以下の外様衆までが、一四日の参賀を行っているのである。　
その経緯を整理すると、まず九日に時房が中山定親に宛てて、八幡


































































































する実務的な役割は、実雅・定親と った側近公家衆が担当していたと考えて間違い い。このうち定親は、伝奏とし の立場により、御礼参賀における申次のような ど らかというと形式的な仕事を任される傾向にあったといえよう 一方の実雅は、禁裏から室町殿への下賜や、細々の参賀のあり方などについて、 質的な判断を行う場合が多かったようである。　
足利義教期における贈答儀礼の拡大化に対して、義教自身は外様衆






いが、本稿において当初設定した課題に対して、以上のような整理を行うことで結び かえたい。注（１）金子拓『中世武家政権と政治秩序』 （吉川弘文館、一九九八年）所収の「室町殿南都下向をめぐる負担」 （初出一九九八年） 、 「室町殿東寺御成のパースペクティヴ」 、 「室町殿をめぐる「御礼」参賀の成立」 （初出一九九七年） 。
（２）瀬戸薫「室町期武家伝奏の補任について」 （ 『日本歴史』五四三、
一九九三年） 、高田星司「室町殿の側近公家衆について （ 『國學院雑誌』九五― 、 一九九四年） 。瀬戸氏によると、勧修寺経成は応永二八年から永享三年三月二四日まで 万里小路時房は応永三五年二月二三日から永享五年一〇月 三日まで、それぞれ伝奏を務めていたという。
（３）盛本昌広『贈答と宴会の中世』 （吉川弘文館、二〇〇八年） 。（４）滝沢逸也「室町・戦国期の武家昵近公家衆」 （ 『国史学』一六二、
一九九七年） 。
（５）嘉吉の変と徳政一揆に見舞われた嘉吉元年そのものを、一つの事件史
として描写することを試みた研究に、今谷明『土民嗷々―一四四一年の社会史』 （東京創元社、二〇〇一年、初版は新人物往来社、 九八八 ）がある。本稿で取り上げるいくつかの贈答儀礼の事例については 同著
―　　―16
において具体的な描写がなされている。本稿を執筆するにあたり参考にした。
























20）注（４）滝沢前掲論文。 「内々衆」には、さらに「細々参仕人々」と称される集団が存在した いう。 「細々参仕人々」とは、細々の参賀を停止された 「外様衆」 とは正反対に、 細々の参賀を主導する立場 あった 「内々衆」を、特に指すものと考えられる。
（






「西衆」 （＝ 「外様衆」 ） ・ 「東衆」 （＝ 「内々衆」 ）といった武家参賀における対面上の区分があるといい、 ［史料










27）伏見宮家では、 「干鮭百、昆布 十、室町殿進之、上 〈付三條〉鮭五十、昆布五十進之〈内々〉 、如例年、御返事悦奉、三條へ干魚卅」 （ 『看』五月一〇日条）のよう 、義教・尹子に加えて、日常的に実雅に対してもこうした贈答を行っていた。これは貞成が実雅をいかに重視していたかを示している。御礼参賀に関する情報が、いつも実雅から伏見宮家に対して伝えられる背景には、こうし 実雅と貞成との私的な人間関係の存在をも考慮する必要はあろう。
（
28）正親町三条実雅は、 「当時権門上様親昵、室町殿寵愛無双傍若無人也」
（ 『看』永享五年一二月二八日条）のように、尹子の兄として義教にもっとも寵愛され、権勢を誇っていた側近公家衆である（注（８）前掲羽下論文、家永遵嗣「今川氏親と正親町三条実望」 （同『室町幕府将軍権力研究』東京大学日本史学研究室、一九九 年）などに詳しい） 。永享一二年二月に実雅が義教から新恩として所領を与えられた際 は、 「今夜向左衛門督亭賀新恩事」 （ 『建』永享一二年二月一八日条）のように、万里小路時房がこれを祝して実雅邸に参賀するほどであ た。また、嘉吉元年五月には、 「今日〈室町殿〉渡御左衛門督〈実雅卿〉亭云々、依大覚寺前門主并関東子息等（落居） 、人々臨時可申云々、 ［
　　
］経営、女中同渡御、
七万疋之経営云々」 （ 『建』五月二二日条） 「公方〈今日〉三條へ渡御、関東無為之御悦事被申沙汰大営云々、諸大名、僧中、悉可入申云々」 （ 『看』五月二二日条）とあるように、実雅は義昭討伐と結城合戦落着の祝賀と
して義教を自邸に招き入れ、 「七万疋之経営」という破格のもてなしを行っている。こうした義教の実雅邸への御成は、五月二日および六月二三日にも実施された。翌二四日 嘉吉の変において 実雅が公家衆でただ一人事件現場に居合わせ、贈答された御前の太刀を手に応戦したことは特に有名である。 ず も実雅と との親密な関係性を示す逸話えよう。
（
29）中山定親は、義教の怒りに触れて逼塞していた広橋・勧修寺・万里小路の各氏の後を受けて伝奏に補任 、義教からは実雅に次ぐ厚遇 受けていた（注（２）前掲瀬戸論文） 。また、某より賊首上洛について問い合わされた万里小路時房が、 「兼又近日賊首可京着之由其聞候、仍参賀事中山辺可申談存候、申子細候者必々可申者也」 （ 『建』六月記紙背文書）のように、参賀につ ては中山など 相談するのがよいと返答しており、御礼参賀 関して、定親が重要な役割を果たしていたことが推量される。
（
30） 近年、 石原比伊呂氏は、 「将軍空位期の室町幕府と公家社会」 （ 『青山史学』二五、 二〇〇七年） 、 「足利義教の初政」 （ 『日本歴史』七二四、 〇〇八年） 、
「足利義教と義満・義持」 （ 『歴史学研究』八五二、 二〇〇九年）により、義教はその初期において政治的主導性をほとんど持っていなかったと評価されている。贈答儀礼に限った場合ではあるが、義教晩年においても、そうした傾向が存在した可能性も指摘できよう。
